
日本医師会が全会員に周知徹底 
 日本医師会は、多形滲出性紅斑（急性期）が難病研究事業

に認定されたのを機に、ＳＪＳ患者の願いの一つである「周

知徹底」に応え、「日本医師会雑誌」2003.8.15（発行部数

１６万部）に、ＳＪＳに関する『特別寄稿』を掲載。 

これは済生会神奈川県病院皮膚科医長畑泰樹氏によるもの

で、「われわれ医師がＳＪＳに対して正確な認識を持ち、患者

に対しても的確な説明ができることが必要」との観点からま

とめられたものである。 

「スティブンス・ジョンソン症候群について」 

Ⅰ．概念・定義 ①歴史的背景 ②ＴＥＮとの異同とＴＥＮ

の分類、EM majorとの関連 

Ⅱ．発生頻度ならびに死亡率 ①発症率 ②死亡率 

Ⅲ．症状 

Ⅳ．病因 ①病態と発症機序 ②原因 

Ⅴ．診断と検査 ①診断、鑑別診断 ②検査 

Ⅵ．治療 

 

お読みになりたい方はお申し出ください。 
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救
済
制
度
の
周
知
徹
底
を 

 

公
明
党 

江
田 

康
幸
衆
議
院
議
員
（
同
党
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
長
）
は
、
五

月
三
〇
日
の
Ｓ
Ｊ
Ｓ
学
習
会
に
初
参
加
、
多
く
の
患

者
が
国
の
救
済
制
度
の
適
用
外
と
な
っ
て
い
る
点
を

指
摘
さ
れ
、「
解
決
に
向
け
て
着
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
激
励
さ
れ
た
。（
公
明
新
聞
５
・
３
１
） 

 

さ
ら
に
６
月
十
八
日
の
同
党
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対

策
合
同
会
議
に
は
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
の
会
か
ら
小
宮 

豊

一
代
表
と
小
倉 

一
行
さ
ん
を
招
き
、詳
し
い
患
者
実

態
の
説
明
を
受
け
、「
広
義
の
ア
レ
ル
ギ
ー
と
し
て
対
処
し
て
い
き
た
い
。救

済
制
度
の
拡
充
な
ど
の
要
望
に
は
、
全
力
で
応
援
し
て
い
く
」
と
激
励
さ
れ

た
。（
公
明
新
聞
６
・
２
０
） 

副
作
用
被
害
へ
の
対
応
が
急
務 

 

池
澤
教
授
（
横
浜
市
大
）
と
の
対
談 

 

公
明
新
聞
で
は
、
さ
っ
そ
く
横
浜
市
大
（
大
学
院
）
池
澤 

善
郎
教
授
（
環

境
免
疫
病
態
皮
膚
科
）
と
江
田
議
員
と
の
対
談
を
設
定
。
Ｓ
Ｊ
Ｓ
・
Ｔ
Ｅ
Ｎ

の
病
態
や
対
応
策
の
あ
り
方
な
ど
、
話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
新
聞
紙
の
一
頁

全
面
を
使
っ
て
詳
し
く
報
道
。（
七
・
一
五
） 

救
済
制
度
の
周
知
徹
底
（
江
田
議
員
）
患
者
の
支
援
策
で
あ
る
医
薬
品
副
作

用
被
害
救
済
制
度
の
利
用
率
は
１
～
２
割
程
度
で
あ
り
、
病
院
で
も
周
知
徹

底
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
患
者
の
多
く
が
眼
に
障
害
を
残
し
、
点
眼
薬
を
手

放
せ
な
い
の
に
、
保
険
外
の
医
薬
品
と
い
う
こ
と
で
補
助
の
対
象
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
国
の
支
援
が
急
務
で
す
。 

保
険
適
用
外
に
も
補
助
を
（
池
澤
教
授
）
私
は
必
ず
救
済
制
度
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
保
険
適
用
外
の
治
療
薬
を
補
助
し
な
い
の
は
疑
問
で
す
。
少
な

く
と
も
医
学
的
に
必
要
な
治
療
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
ガ
ン
マ
・
グ
ロ
ブ
リ

ン
の
よ
う
に
高
額
な
薬
に
つ
い
て
は
保
険
適
用
外
で
あ
っ
て
も
補
助
の
対
象

に
す
べ
き
で
す
。 

研
究
部
門
の
常
設
（
池
澤
教
授
）
薬
の
ア
レ
ル
ギ
ー
・
副
作
用
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
す
る
た
め
の
研
究
班
は
国
の
機
関
と
し
て
常
設
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

こ
の
他
、
医
薬
品
小
売
拡
大
の
た
め
の
規
制
緩
和
の
危
険
性
、
薬
剤
の
副
作

用
に
つ
い
て
の
教
育
・
啓
蒙
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
も
語
り
つ
く
さ
れ
た
。

（
江
田
議
員
は
、
今
年
三
月
、
エ
イ
ズ
治
療
な
ど
の
研
究
で
博
士
号
を
授
与

さ
れ
た
。） 

 

 

Ｓ
Ｊ
Ｓ
を
体
験
し
た
柿
沢
都
議  

自
治
体
で
の
対
応
策
検
討
に
着
手 

 

柿
沢 

未
途
東
京
都
議
会
議
員
（
無
所
属
、
厚
生
委
員
）
は
、
今
年
六
月
、

市
販
薬
服
用
に
よ
る
発
疹
で
、
そ
れ
ま
で
名
前
も
聞
い
た
こ
と
の
な
か
っ
た

Ｓ
Ｊ
Ｓ
を
体
験
さ
れ
た
。
幸
い
、
二
〇
日
ほ
ど
の
静
養
で
重
症
化
せ
ず
治
癒

さ
れ
た
が
、
自
治
体
ベ
ー
ス
で
の
Ｓ
Ｊ
Ｓ
の
周
知
徹
底
、
対
応
策
の
策
定
が

緊
急
事
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
患
者
か
ら
実
態
を
聴
取
し

学
習
し
た
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。 

（
以
下
裏
面
へ
） 

 公明党「アレルギー対策合同会議」 



第
一
面
よ
り
（
柿
沢
都
議
へ
の
要
請
） 

薬
の
安
全
使
用
の
た
め
に 

薬
剤
師
会
か
ら
も
ア
ピ
ー
ル 

 

日
本
薬
剤
師
会
・
都
道
府
県
薬
剤
師
会
（
以
下
薬
剤
師
会
）

は
、
薬
剤
師
抜
き
で
の
医
薬
品
一
般
小
売
販
売
と
い
う
総
合

規
制
改
革
会
議
の
方
針
に
対
し
て
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な

趣
旨
に
そ
っ
て
「
薬
の
安
全
使
用
」
を
訴
え
た
。 

・ 

薬
の
副
作
用
や
思
わ
ぬ
事
故
な
ど
の
危
険
性
を
軽
視
し
、

利
便
性
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
規
制
緩
和
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
。（
緊
急
薬
こ
そ
安
全
性
が
重
要
で

あ
る
） 

・ 

輸
入
野
菜
・
食
肉
な
ど
の
食
品
流
通
で
も
、
ま
す
ま
す

安
全
性
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。 

 

ま
た
、
薬
剤
師
側
か
ら
の
反
省
点
も
含
め
て
、
次
の
三
点

の
新
し
い
対
応
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
。 

    

     

Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
の
会
か
ら
は
、
薬
剤
師
の
な
か
に
も
Ｓ
Ｊ
Ｓ
及

び
そ
の
「
救
済
制
度
」
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
な
い
向
き
も
見

受
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
の
危
険
性
と
患

者
が
救
済
機
構
に
申
請
す
る
際
の
積
極
支
援
を
周
知
徹
底
し
て

い
た
だ
き
た
い
旨
、
要
請
し
た
。
ま
た
、
規
制
改
革
推
進
グ
ル

ー
プ
の
中
に
は
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
の
発
症
確
率
が
百
万
人
に
一
人
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
患
者
以
外
の
９
９
９
．
９
９
９
人
の
人
に
迷

惑
を
か
け
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
り
、
自
分
の
体

は「
自
己
責
任
で
守
る
の
が
基
本
」と
主
張
す
る
人
達
が
い
る
。 

 

し
か
し
、薬
剤
師
会
と
Ｓ
Ｊ
Ｓ
患
者
・
支
援
者
で
は
９
９
９
．

９
９
９
人
の
人
達
で
そ
の
一
人
の
患
者
を
守
る
べ
き
だ
、
と
い

う
基
本
的
な
立
場
で
意
見
が
一
致
し
た
。 

            

患
者
か
ら
の
実
態
説
明 

「
患
者
の
会
」
小
宮
代
表
、
小
松
副

会
長
、湯
浅 

和
恵
さ
ん
か
ら
各
種
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
発
症
・
重
症
化
過
程
を
説
明
。「
励
ま
す
会
」
中
小
路
代

表
か
ら
も
国
政
ベ
ー
ス
で
の
支
援
運
動
の
経
過
な
ど
を
説
明
。

患
者
か
ら
東
京
都
へ
の
要
請
事
項 

１
．
都
立
の
医
療
機
関
に
Ｓ
Ｊ
Ｓ
専
門
医
を
お
き
、
周
知
徹
底

し
て
も
ら
い
た
い
。 

２
．
厚
労
省
か
ら
自
治
体
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｊ
Ｓ
周
知
徹
底
へ
の

対
応
策
が
要
請
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
実
効
が
あ
が
っ

て
い
る
か
、
ど
う
か
。 

３
．
東
京
都
で
副
作
用
被
害
者
に
ど
う
い
う
支
援
策
が
設
け
ら

れ
て
い
る
の
か
実
態
を
調
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

柿
沢
都
議
は
、
ご
母
堂
が
緑
内
障
患
者
支
援
団
体
を
創
立
さ

れ
、
そ
の
代
表
と
し
て
ご
苦
労
さ
れ
て
き
て
い
る
実
態
を
熟
知

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
積
極
的
な
支
援
活
動
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。 

         

一
、
夜
間
・
休
日
に
必
要
な
医
薬
品
を
入
手
し
や
す
い
よ
う
に

し
ま
す
。 

二
、
医
薬
品
購
入
者
へ
の
適
切
な
説
明
、
服
薬
指
導
を
徹
底 

 
 

し
ま
す
。 

三
、
薬
剤
師
の
名
札
を
着
用
し
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
ま

 
 

す
。 

･･･SJS 放映のご連絡有難うございま

した。職業柄この種の番組は極力見る

ようにしています。私ども薬剤師は製

薬会社からの文書で名前等は知って

いるのですが、実際の症状を見ること

は稀です。私たちの側からの反省点

は、殆どすべての薬剤の能書きにこの

項目がありますが、ごく一般的な副作

用（下痢、膨満感、口渇）などと同一

視しがちになることで、この程度の認

識が一般的かと思います。･･･あと略 

横浜在住の薬剤師 M さんからこのようなお葉書を頂きました。

川
畠 

成
道
さ
ん 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

リ
サ
イ
タ
ル 

 
 

二
〇
〇
三
．
十
．
十
（
金
）
午
後
７
時
よ
り 

 
 

調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル 

幼
い
こ
ろ
Ｓ
Ｊ
Ｓ
に
罹
患
し
、
眼
に
後
遺
症
を
残
し

な
が
ら
も
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
一
筋
に
精
進
し
、
Ｓ
Ｊ

Ｓ
患
者
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

ＮＨＫ(6/12)「クローズアップ現代」を見て 

ＳＪＳ患者の会 関西ブロックより       

古園、緒方、植村 
 皆さんこんにちわ。私たちは関西で年一回親睦会を開いて

います。患者はもちろん、家族、ボランティア、励ます会の

方々を迎え、楽しい時間を共有しています。情報交換はもち

ろん、悩みや不安を語り合います。一人では背負いきれない

ほどの重荷を聞いてもらうだけで、何だか元気がでます。 
今年は６月に開催。ランチをはさんで美味しい（！？）親

睦会になりました。遠方の人もぜひ一度ご参加ください。 

六
月
の
親
睦
会
に 

集
ま
っ
た
仲
間
た
ち 




